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本研修の狙い

Long Black Partners Co., Ltd. 2

再生業務における事業DDの位置づけ、
事業DDの調査内容を理解する 1

2

3

内部環境分析、外部環境分析
それぞれの分析の切り口を理解する

事業DDを閲覧する際の
ポイントを理解する
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1. 事業DDとは？/事業DDの位置づけ
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モニタ
リング

債権者
会議③④

計画策定
債権者
会議②

デューディリ
ジェンス（DD）

債権者
会議①

協議会等
への相談

以下を初期的に判断
① 再生への関与度合い
② 自力orスポンサー型
③ 私的or法的整理
④ スキーム選択

再生回収 の

リスクを明確
に認識金

融
機
関

債
権
者
企
業

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

資金繰りが
タイト

返済継続が
困難

中小企業
活性化
協議会などへ
の相談

協議会の
対応
①

採択可否の
検討

②

他金融機関
への共有

③

アドバイザー
選定

④

返済の一時
停止の要請

協議会等が
主催

主な内容
①

現状の共有
（業況、資金
繰り）

②

アドバイザー
紹介

③

スケジュール
共有

④
その他要請
事項

⑤
質疑応答

金融機関の初動
再生案件
の認識

1～2か月 1～2か月 1か月 1～3年

Long Black Partners Co., Ltd.

アドバイザーが
債務者に対して実施

財務DD

①実質債務超過
②清算配当額（率）
③正常収益力、FCF

④金融取引
⑤税務の状況
⑥資金繰り

事業DD

① 競争力の源泉
② 窮境要因の把握
③ 窮境要因の除去可能性

上記を踏まえ検討
① 改善後の損益イメージ

② 事業再生の方向性
（自力orスポンサー型）

③ 金融支援の方向性

アドバイザーに知りたい
情報を共有し、DDに反映
させることも可能

協議会等が
主催

主な内容
①
DD報告

②
質疑応答

計画に債権者の意向
を反映させることも可能

債務者の計画策定を
アドバイザーが支援

計画の主な内容
①

計画の骨子（事業再生に
おける本計画の位置づけ、
改善のシナリオ）

②
行動計画

③
数値計画（PL、BS、CF、
資金繰り表、PL詳細、
タックス・プラン）

④
金融機関への要請事項

⑤
返済計画

⑥
責任（株主、経営者、保証人）

⑦
経済合理性

【第3回】

協議会等が
主催

主な内容
①
計画の説明

②
質疑応答

③

合意までの
スケジュール
説明

【第4回】

金融機関の
同意・不同意
の意思表明

債務者が実行
アドバイザーが
支援する 場合
もあり

施策の実行

新たな経営
課題への対応

予実対比、
アクション・
プランの進捗
管理

必要に応じて
計画の見直し

債権者として、
改善に積極的
に関与する
ことも可能

事業再生のスケジュール（自力型）

1. 事業DDとは？/事業DDの位置づけ

本講義のテーマは
事業DD

5
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事業デューディリジェンスを実施する目的

対象事業における

「内部環境」および「外部環境」について

過去・現在・将来の視点で分析することにより、

事業がこれまで価値（＝キャッシュ・フロー）を生んできた仕組みを理解したうえで、

事業がこれから価値（＝キャッシュ・フロー）を生む仕組みを洞察し、

事業がこれから生み出すであろう価値（＝キャッシュ・フロー）を、

客観的かつ定量的に判断するために、必要な分析結果を提供するための調査

そもそも事業DDとは？

1. 事業DDとは？/事業DDの位置づけ

事業DDは、事業再生のためだけに行われるものではない

そのため、先ずは普遍的な事業DDの定義を理解することが大切
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事業DDにて検討された

施策による改善余地、
施策の蓋然性と時間軸
（改善に要する時間）

財務DDにて算定の

実態純資産額、要償還
債務額（必要改善額）と
資金繰り見通し（許容
時間）

再生の方向性を決定

自力 orスポンサー型
必要な金融支援

1. 事業DDとは？/事業DDの位置づけ

事
業
再
生
に
お
け
る
事
業
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
D

D
）
の
内
容

2.
現状に至る
窮境原因は

なにかを特定

1.
競争力の

源泉はなにか
理解

3.
窮境原因を
除去可能か
否かを検討

① 損益構造分析

各切り口の業績を基礎とした分析

② ビジネスプロセス分析

製品・サービスが販売・提供される
までの業務の流れ

③ ビジネスインフラ分析

経営者・人員・各種管理・設備投資
など、ビジネスの主活動を支える活動

上記の分析を踏まえ、

強みを伸ばし・機会を活かし（＝キャッシュ・フローの増加要因を増やす）、

弱みを減らし・脅威に対抗もしくは回避し（＝キャッシュ・フローの減少要因を減らす）、

キャッシュ・フローを改善するための具体的な取り組みを検討。

そして、事業性の有無（＝CFの黒字化の可能性）の結論を出す

内部環境分析 外部環境分析

強み
Strength

弱み
Weakness

① マクロ環境分析

政治・経済・社会・技術などの変化に
よる事業への影響の把握

② ミクロ環境分析

市場動向分析

事業が属する市場の規模・購買要因
などの過去トレンド・将来見通しの把握

競争環境分析

業者間の競合の程度、代替品、
売り手・買い手との交渉力などの把握

機会
Opportunity

脅威
Threat
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事業再生における事業DDとは？

事業再生における事業DDの役割は、「強み」や「課題」等を把握し収益改善の可能性を検討すること

また、上記を踏まえた事業性の有無を判断し、事業再生の方向性を検討する材料を提供すること
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例えば、皆さんは総勢100名程度の財務アドバイザリーのコンサルティングファームの幹部

当期は赤字決算となったため、来期の巻き返しへ向け反省会をすることにした。さあ、何を分析する？

事業DDにて検討された

施策による改善余地、
施策の蓋然性と時間軸
（改善に要する時間）

財務DDにて算定の

実態純資産額、要償還
債務額（必要改善額）と
資金繰り見通し（許容
時間）

再生の方向性を決定

現状見込みにこれらの改善を
反映すれば十分再生が可能

金融支援はリスケジュール

2年以内の黒字化を目指す
自力再生の方向性

1. 事業DDとは？/事業DDの位置づけ

事
業
再
生
に
お
け
る
事
業
デ
ュ
ー
デ
ィ
リ
ジ
ェ
ン
ス
（
D

D
）
の
内
容

2.
現状に至る
窮境原因は

なにかを特定

1.
競争力の

源泉はなにか
理解

3.
窮境原因を
除去可能か
否かを検討

① 損益構造分析

＝ 増員によりオフィス賃料が増加傾向。
再生、M&A、ファンド等の事業別の
売上高・採算性分析。案件別の採算分析

⇒ 再生の質は高いが、低採算の可能性

② ビジネスプロセス分析

＝ 営業活動の具体的な方法を把握
DDの作業別の人件費分析

⇒ 固定客がいる一方、受注可能性が低い
見込客への営業や、DDの初期データ
整理の時間が長過ぎることが判明

③ ビジネスインフラ分析

＝ 退社理由の分析
⇒ 不十分な研修制度が、モチベーション

低下を招いている可能性を把握

上記の分析を踏まえ、以下の施策が見出された
 固定費削減のため、神谷町から南千住へのオフィス移転を検討
 増加が見込まれる再生案件のうち、ボリュームゾーンの受注増加を計り、

Y社に勝てる効率的なDD手法の開発を検討
 顧客別の営業結果を共有し、過去失注先への営業を減らし、固定客への営業を強化
 これらの活動を支える人材の維持を図るため、社内研修の強化を検討

⇒現状の実力値にこれらの施策を勘案すると、黒字転換は可能（＝事業性有り）

内部環境分析 外部環境分析

強み
Strength

弱み
Weakness

① マクロ環境分析

＝ 企業の倒産、M&A件数の推移を分析
⇒ コロナ禍を経て再生案件は増加

② ミクロ環境分析

市場動向分析

＝ 再生案件の報酬別の案件数を調査
⇒ 6百万円程度がボリュームゾーン

であることが判明

競争環境分析

＝ A社・B社と戦略を比較
⇒ A社は大企業向け高コスト、

B社は中小企業向け低コストでボリューム

ゾーンで競合

機会
Opportunity

脅威
Threat
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事業再生における事業DDの検討イメージ
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